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第
二

十
回

蓬
田
村

民
祭

二
十
一
世
紀
へ
の
伝
言

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
思
い
を
込
め

二
十
世
紀
最
後
の
開
催
と
な
る
蓬
田
村
民
祭
が
十
月
二
十
九

日
（
日
）
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で

「
二
十

一
世

紀
へ
の
伝
言
」
を
ス
囗
－

ガ
ン
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
『
福
祉
と
健
康
ま
つ
り
』
も
同
会
場
で
同
時
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
古
川
正
隆
村
長
の
開
会
宣

言
と
と
も
に
、
花
火
の
合
図
で
一
斉
に
オ
ー
プ
ン
し
各
コ
ー
ナ
ー

は
大
勢
の
村
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▼
文
化
展

文
化
展
コ

ー
ナ
ー
に
は
、
絵

画

・
書

・
川
柳
な
ど
の
文
芸
作

品
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
生
け
花
・

陶
芸
な
ど
の
手
工
芸
品
、
盆
栽

コ
ー
ナ
ー
の
自
慢
の
一
品
、
茶

道
実
演
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
達
も

興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
産
業
展

産
業
展
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
生

活
改
善
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
試
食
・

販
売
、
漁
協
に
よ
る
鮮
魚
販
売
、

商
工
会
ス
タ
ン
プ
交
換
が
行
わ

れ
、
朝
早
く
か
ら
多
く
の
村
民

が
目
当
て
の
商
品
を
買

い
求
め

よ
う
と
犬
に
ぎ
わ

い
で
し
た
。

そ
の
他
、
婦
人
会
に
よ
る
食

堂

（
ソ

バ
・
お
に
ぎ
り
）
、
子

ど
も
会
に
よ
る
焼
き
そ
ば
や
ゲ
ー

ム
コ

ー
ナ
ー
も
大
盛
況
。
野
菜

の
販
売
も
行
わ
れ
、
み
ん
な
、

汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
村
民
祭

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
福
祉
と
健
康
ま
つ
り

村
民
祭
と
同
時
開
催
さ
れ
た

福
祉
と
健
康
ま
つ
り
は
、
午
前

中
に
、
蟹
田
病
院
長
齊
藤
敦
彦

氏
に
よ
る
「
大
腸
が
ん
の
予
防

と
早
期
発
見
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
コ
ー

ナ
ー
、
福
祉
と
健
康
コ
ー
ナ
ー
、

薬
の
相
談
コ

ー
ナ
ー
が
開
設
さ

れ
、
日
頃
の
自
分
た
ち
の
活
動

や
介
護
用
品
の
説
明
を
し
た
り
、

健
康
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

他
、
健
康
事
業
の
写
真
展
示
や

県
産
牛
乳
無
料
試
飲
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

午
後
か
ら
は
、
高
木
融
道
村

民
祭
運
営
委
員
長
の
あ
い
さ
っ

の
あ
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
、
王
松

太
鼓
保
存
会

や
石
川
流
小
橋
支

部
蓬
田
会
、
連
合
婦
人
会
な
ど

の
、
村
内
か
ら
十
ニ

グ
ル
ー
プ
、

八
十
人

が
出
演
し
、
観
客
も
出

演
者
も
一
緒
に
な
っ
て
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
な
り
ま
し
た
。

▼
二
十
一
世
紀
に
思
い
を
込
め

今
年
は
、
二
十
一
世
紀
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
小
物
等
を
缶
詰

に
し
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
作

り
ま
し
た
。
こ
の
カ
プ
セ
ル
は

大
事
に
保
管
し
、
二
十
一
世
紀

の
村
民
祭
で
本
人
に
手
渡
し
ま

す
。

●村民祭　2



村民祭「私が選者」

投票結果 発表

傘
松
川
柳
同
好
会
（
さ
ざ
き
蓬
石
会
長
）
は
、
第
2
0回
村
民
祭
に
会
員
2
0名
の
作
品
を
出
展
し
ま
匚

だ
。
そ
の
時
、
会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
投
票
（
各
題
か
ら
２
句
ず
つ
選
ぶ
）
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

結
果
が
出
ま
し
た
の
で
発
表
し
ま
す
。
投
票
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

題
『
バ
イ
パ
ス
』
天
位
1
9点

バ
イ
パ
ス
は
素
通
り
だ
け
で
村
孤
立
　
悦
子

地
位
1
5点

折
角
の
バ
イ
パ
ス
出
来
て
免
許
な
い

絹
枝

人
位
1
4点

小
商
い
バ
イ
パ
ス
一
本
泣
き
笑
い

藤
久

五
客
①
1
3
　バ
イ
パ
ス
を
車
と
パ
ト
カ
ー
駆
け
く
ら
べ
　
　
千
恵
子

五
客
②
1
2
　陽
が
あ
た
る
村
の
バ
イ
パ
ス
の
れ
走
る
　
　
　
　

勝
子

五
客
③
1
1
　バ
イ
パ
ス
に
過
疎
か
ら
抜
け
る
灯
り
あ
る
　
　
　
清
乃

五
客
①
1
1
　バ
イ
パ
ス
が
夢
と
ロ
マ
ン
の
過
疎
の
村
　
　
　
　

重
彦

五
客
⑤
1
0
　バ
イ
パ
ス
は
あ
の
世
界
に
も
近
道
だ
　
　
　
　
　

年
栄

題

『
酒
』
天
位
2
7占
一

ほ
ろ
酔
い
に
な
れ
ば
あ
ぐ
ら
の
孫
は
し
ゃ
ぐ
　

勝
子

地
位
2
0点

呑
め
る
口
ほ
め
上
手
で
す
も
う
一
杯

悦
子

人
位
1
7点

適
量
を
飲
ん
で
母
ち
ゃ
ん
桜
色

森
勝

五
客
①
1
4
　酔
っ
た
父
母
さ
ん
だ
け
が
○
つ
け
る
　
　
　
　
　

年
栄

五
客
②
1
3
　一
日
の
話
題
を
う
か
ベ
コ
ッ
プ
酒
　
　
　
　
　
　

清
乃

五
客
③
1
3
　酒
少
し
飲
め
る
貴
女
を
私
好
き
　
　
　
　
　
　
　

蓬
石

五
客
①
1
2
　大
虎
も
酒
に
呑
ま
れ
て
オ
リ
の
中
　
　
　
　
　
　

勝
美

五
客
⑤
1
2
　村
お
こ
し
呑
ん
べ
い
仲
問
の
パ
ワ
ー
見
せ
　
　
　

藤
久

題

『
方
言
』
天
位
2
9点

歳
と
れ
ば
シ
チ
モ
チ
、
ヨ
ゲ
で
乗
り
遅
れ
　
絹
枝

地
位
　
1
9点

人
位
　
1
7点

か
っ
ち
ゃ
く
っ
ち
や
ネ
な
ん
て
シ
ャ
ベ
ル
ベ
標
準
語

お
い
の
バ
バ
　
ケ
リ
さ
ケ
ツ
マ
ゲ
わ
い
へ
ん
き

咲
子

千
恵
子

五
客
①
1
9
1
　
こ
ち
ゃ
似
で
さ
め
げ
つ
ら
こ
で
さ
あ
ぎ
ね
ん
じ
ゃ
　
悦
子

五
客
②
1
2
　ワ
ー
イ
め
ぐ
せ
ほ
い
だ
ば
家
の
内
ご
じ
ゃ
ら
し
だ
　
藤
久

五
客
③
1
2
　あ
ず
ま
し
ぐ
飯
を
食
え
な
い
米
農
家
　
　
　
　
　
　

重
彦

五
客
④
1
1
　ふ
っ
つ
け
れ
ば
飛
ぶ
ほ
ど
化
粧
農
休
日
　
　
　
　
　

勝
子

五
客
⑤
1
1
　元
甲
隧
え

ふ
り
こ

い
で
も
屡
曲
が
る
　
　
　
　
　
　

皀

二
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第
1
8回
蓬
田
村
福
祉
大
会

「
育
て
よ
う
心
の
ふ
れ
あ
う
街
づ
く
り
」

を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
第
十
八
回
蓬
田
村
社
会

福
祉
大
会

が
、
十
一
月
二
十
八
日
（
火
）

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
約
二
百
五
十
名
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
午
前
十
時
か
ら
行

わ
れ
、
津
島
鐵
男
社
会
福
祉
協

議
会
会
長

が
「
育
て
よ
う
心
の

ふ
れ
あ
う
街
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
ぬ
く
も
り
と
安
ら
ぎ
の
実

感
で
き
る
地
域
福
祉
社
会
の
構

築
に
全
力
を
あ
げ
た
い
」
と
式

辞
を
述
べ
、
古
川
正
隆
村
長

が

「
地
域
で
助
け
合

い
な
が
ら
、

生
き
て
ゆ
く
生
活
環
境
を
整
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
社
会
福
祉
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
を
表
彰
、
受
賞
者

を
代

表

し

て
工

藤
久

子

さ

ん

（
中
沢
）

が
謝
辞
を
述

べ
ま
し

た
。表

彰
に
続
き
、
「
高
齢
者
を

支
え
あ
う
、
地
域
社
会
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
、
意
見

発
表
会
が
行
わ
れ
、
平
成
十
一

年
度
の
広
瀬
地
区
つ
く
し
の
会

の
活
動
報
告
が
あ
り
、
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
蓬

田
保
育
所
・
幼
稚
園
の
児
童
が

遊
戯
を
披
露
し
、
元
気
い
っ
ぱ

い
の
演
技
に
、
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
・
団
体
は
次
の
と

お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
（
敬
称
略
）

▼
社
会
福
祉
関
係

・
表
彰
状

工
藤
　
久
子
、
工
藤
　
由
光

森
　
　

清
秀
、
細
谷
　
　
正

木
村
　
ト
キ

・
感
謝
状

坂
本
　
斌
農
、
小
猿
　
粕
雄

（
株
）
開
発
技
研

代
表
取
締
役
　
小
笠
原
清
一

▼
共
同
募
金
関
係

・
感
謝
状
伝
達

小
松
　
博
之
、
山
舘
　
き
ぬ

●蓬田村福祉大会　4



カメラ ア　 イ

通商産業大臣表彰受賞

11月16日（木）、ＮＨＫホール

（東京都）で開催された商工会法施

行40周年記念式典・同記念商工会全

国大会において、蓬田村商工会女性

部長二唐美代子氏が、多年にわたる

商工会女性部長としての功績及び県

連の女性部副会長としての功績が認

められ、通商産業大臣表彰を受賞し

ました。蓬田村商工会が通商産業大

臣表彰を受賞したのは、平成５年の

商工会受賞以来２度目となり、小鹿

会長けじめ関係者一同感慨無量と喜

んでいます。

クリスマス会

12月11 日（月）、ふるさと総合セ

ンターで、幼児教室と兼ねて育児サー

クルによる クリスマス会が行われま

した。クリスマス会には、親子50人

が参加、初めにクリスマスリースと

ケーキ作りが行われ、子どもたちは

囗の回りにクリームをいっぱいつけ

てケーキを食べていました。その後、

大きなサンタクロ ースが登場すると

大歓声、大きなプレゼントをもらい

大喜びでした。

●
日
の
丸
の
　

端
々
に
建
つ
　

総
理
の
碑
　
　
　
　

富
　

栄

●
政
界
は
　
目
ま
い
す
る
か
の
　
早
回
り
　
　
　
　

咲
　

子

●
タ
ク
ト
と
る
　

総
理
の
口
は
　
「
へ
」
が
似
合
う
　
啓
　

子

●
マ

″
チ
箱
　
三
大
臣
の
　

派
閥

い
る
　
　
　
　
　

久
　
子

●
新
総
理
　

シ
ャ
レ
に
も
な
ら
ぬ
　
神
の
国
　
　
　

樫
　
吾

●
一
言
で
　

総
理
歯
車
　

ち
と
軋
む
　
　
　
　
　
　

飄
　

一

●
あ
こ
が
れ
の
　
椅
子
に
針
あ
り
　

痛
さ
知
る
　
　

藤
　

久

●
棚
ぼ
た
の
　

総
理
の
口
は
　
甘
す
ぎ
る
　
　
　
　

森
　
勝

●
円
満
な
　
家
庭
総
理
の
　
妾
が
居
る
　
　
　
　
　

清
　
乃

●
森
総
理
　

国
の
舵
取
り
　

神
頼
み
　
　
　
　
　
　

酔
　
龍

5　●カメラアイ/川柳北緯41゜



インフルエンザＱ＆Ａ
～　今冬インフルエンザに負けないために・・・　～

今
年
も
寒
さ
が
一
段
と
増
し
、

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
す

る
時
期
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
保
健
コ
ー

ナ
ー
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特

集
を
組
み
ま
し
た
の
で
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
、
今
冬
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
、
元
気

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
Ｉ
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
風

邪
は
ど
う
違
う
の
？

・
普
通
の
風
邪
は
ラ
イ
ノ
ウ
イ

ル
ス
や
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
等
の

感
染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

症
状
と
し
て
は
、
の
ど
の
痛
み
、

鼻
が
む
ず
む
ず
す
る
、
水

の
よ

う
な
鼻
水
が
出
る
、
く
し
ゃ
み

や
咳
が
出
る
な
ど
が
中
心
で
、

全
身
症
状
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
発
熱
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン

ザ
ほ
ど
高
く
な
く
、
重
症
化
す

る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ

ん
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る

と
三
十
九
度
以
上
の
発
熱
、
頭

痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全

身
の
症
状
が
強
く
、
あ
わ
せ
て
、

の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
な
ど
の
症

状
も
見
ら
れ
ま
す
。
更
に
、
気

管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
併
発
し
、

重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

流
行

が
始
ま
る
と
、
短
期
間
に

小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
膨
大
な

数
の
人
を
巻
き
込
む
と

い
う
点

や
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で

の
死
亡
率

が
普
段
よ
り
高
く
な

る
と

い
う
点
で
も
大
き
な
違
い

が
見
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
２
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
ら
な
い
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
？

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
患
者

の
咳
な
ど
で
空
気
中
に
拡
散
さ

れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
鼻
腔
な
ど
気

道
に
吸
入
す

る
こ
と
に
よ

っ
て

感
染
し
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
の
広

が
り
に
は

空
気
の
乾
燥

が
関
連
し
て

い
ま

す
。
そ
こ
で
、
次
の
事

に
気
を

つ
け
て
下

さ
い
。

①
流
行
前
に
予
防
接
種
を
受
け

②
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る
。

③
人
込
み
を
避
け
る
。

④
室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ
け
る
。

⑤

マ
ス
ク
の
着
用
。

⑥
手
洗
い
と
う
が
い
の
励
行
。

Ｑ
３
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
は
効
果
が
あ
る
の
？

・
予
防
接
種
を
受
け
な
い
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人

の
七

〇
～
八
〇
％
は
イ
ン
フ
ル

于
ノ
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
て

い
れ
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
ら
ず
に
す
む
か
、
か
か
っ

て
も
症
状

が
軽
く
て
す
む
と

い

う
有
効
性

が
証
明
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
高
齢
者
の
場
合
は
、

肺
炎
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ

る
入
院

・
死
亡
を
減
ら
す
こ
と

が
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
こ
の
十
年

間
、
予
測
と
流
行
し
た
ウ
イ
ル

ス
株
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

予
防
接
種
の
回
数
に
つ
い
て

は
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に

対
し
て
は
一
回
の
接
種
で
も
十

分
効
果
が
あ
る
と
す
る
研
究
結

果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
一
回
接

種
で
よ
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
他
の
年
齢
の
方
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
二
回
接
種

す
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
時
期
に

つ
い
て
は
、
日
本
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行

が
十
二
月
下
旬

か
ら
三
月
中
旬
頃
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
十
二
月
中
旬
ま
で
に

接
種
を
す
ま
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。
二
回
接
種

で
は
、
二
回
目
は
一
回
目
か
ら

一
～
四
週
間
あ
け
て
接
種
し
ま

す
の
で
、
一
回
目
は
早
め
に
接

種
す
る
の
か
よ
い
で
す
ね
。

Ｑ
４
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
？

①
単
な
る
風
邪
だ
と
軽
く
考
う

ず
に
、
早
め
に
医
療
機
関
か

受
診
し
て
治
療
を
受
け
ま
Ｉ

②
安
静
に
し
て
、
休
養
を
と
い

ま
し
ょ
う
。
特
に
睡
眠
を
十

分
に
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
乾
燥
す
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
才

す
の
で
、
部
屋
の
湿
度
を
俘

ち
ま
し
ょ
う
。

④
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
卜

よ
う

。
お
茶
、
ジ
ュ

ー
ス
、

ス
ー
プ
等
飲
み
た
い
も
の
で

結
構
で
す
。

●保健コーナー　6



県立海洋学院生徒募集(専修コース)

☆募 集 定 員

☆入 学 資 格

☆修 学 期 間

☆願 書 受 付 期 間

☆提 出 書 類

☆入 学 選 考

々 合 格 発 表

☆修 学 経 費

々修学貸付資金制度

々二 次 募 集

む 入 学 日

20 名

ﾘj 攵及ひ穽 翕を問 わず中学 佼ず 乳又は中 等教介学 校の 前

間,課程修 μﾘ,l ･. の学jぴをｲjす る壮健な 名･

ﾄ ﾄ 間゙

2J｣ 囗 匚2J 凵 ５口

人学願 占　づ 良添1･｣づ5c111Xkm 判， 匚卜身脱|II田　・|茆恷

占・健肬 洽|析,l:=･酘終学 校の成績よ 明占

糸 人学検定料は無 科

時　!り｣　　２ 月ド句ヽ３月３ 川

内　 容　　 罵ｊ,汰験 川1学 校やL裘程度の･ 般教丿剔 及び

巾接,汰験

場　 所　　 八戸Ilj･，むつIにlljl森Iに 鰺 ヶ沢町

３月中句

授 乳料岐び寮賞は無 料

ただし，食巾，学院夕田|:修賞 ，資格収得賞 は自己０ 扣

閇 額約 ６ヽ７万円丿

人学時別 途納 人全50,( 衵O円{ 実習服 ・研 修服・ 爬羽・

長靴・教材費代丿

研修教育資 紮貨付け り蚪|}了うｲj'，2(卜ヽ30 万円

定０ に満たない場 かに 行う

,1月11口

問い合わせ

I’j1森県･ 剔ヽ叭｀ll学 院　 教 佐 渫

0178 － ３ ３ － ０（卜19

製造事業所の皆様へ

通 商産業 省

17　森　 県

蓬　日|　村

通 商 産業 省で は、工 業統 計 調査 及び 石油 等消 費構 造綺 計調 齊

を 平成12 年12 月31 囗現 在で 実 施し ます。

工 業統 計調 杏 は、 製造 業を営 む事 袤所を対 象とし て、そ の 活

動実 態 を調 査し ます　 また、ｲ 削 鴎 消費 構造 統 計調 査は 、竚業

別、 規模 別、 地域 別 に我 が 国 産 聚のエ ネ ルギー消 費 の実態 を明

らか 匚す るこ とを 出 的とし てい ます 。

こ れら の 調査結 果 は、［111や地 方 公共団 体の 行政 の｡収妛 な基 礎

資 料 とし て利 用 される と とも に、 企業 、大学 な どの研 究資 料 、

小・中 ・高 等学 校の教 材な ど、広く利 川 されている ところ です、

皆 様か ら提 出し てい た だく 調査 票匚つ いて は、 統 計法 に基づ

き、 調 査内容 の秘 密は 厳守 さ れ ます ので 、 正昴 なご記 人を お 願

い い たし ます 。

お知らせ
情

報
局

みんなで進めようﾘｻｲｸﾙ

☆リサイクル用資源ご みの出し方

①キャップを 必ずはずす (キャップはその他のご み)

② 水 で すすぐ

③ 缶とペットボトルは軽く つぶす

④ 識別マーク を守りましょう

問い合わせ

蓬田村役場 福祉課

S2  7 - 2 1 1 4

７　●お知らせ情報局



企業と国をつなぐ ニューヒーロー

即応予備自衛隊

普段、社会人として活躍し、いざという時には私達の国の防衛に貢献
する

そ れ が

即応予備自衛官

このパンフレットは、即応予備自衛官制度をわかりやすく紹介したも

のです。皆様方のより一層のご理解とご協力をお願いいたします。

即応予備自衛官て
な～に？

即応予備自衛官は普段は社会人とし

て働きながら・‥　　　

定められた期間訓練に応じ　 ゛Jレ’

いざという時には自衛官となり

第一線部隊の一員として活躍します！

身分は
と～なるの？

身分は ・・・

非常勤の隊員
です！

(非常勤の特別職国家公務員)

防衛・治安・災害等 により

招集された場合、

出頭した日をもって

自衛 官 とな り ま す。

応募資格や
年齢制限はあるの？

口 目稾冨として １年勤務し

退職後 １年 未満の元陸上

自衛官

あるいは

０ 陸上 自衛隊 の予 備隊員 と

，して採用されている方 ぐ

退 職 時の 階 級 が

２尉
以下の方

年齢
は 士長以下→32 歳未満の方

３曹以 上

３曹と２曹は

50 歳未満

１曹から２尉は

51 歳未満

手当は
もらえるの？

手当は次の３種類があり､年間総額（平均）

約600,000 円 程度にな ります。

即応予備自衛官として　‐

即 応予 備 白衞 實手 当
月額
16, 000円

訓 練招 集に応 じると …　 一

訓 練 招 集 手 当

日 額　　　　　　　　　　　 ’

14,  200 円 （ ２ 尉 ）

～10,  400 円 （ １ 士 ）

１ 任期良好な成績 の方には…

勸　 絏　 幄　 愆　 金

１任期 （３年）

120,  000 円

また、招集のための「往復旅費」や被服・食事の貸与

及び支給、公務中の災害補償もあります。

お知らせ情報局　8



児
童
川
柳

ペ
ン
シ
ル

第
3
1回

題
「

自
然

」

天
位

人
間
は
自
然
を
い
っ
も
こ
ろ
し
て
る

６
年

八
　
戸
　
龍
太
朗

く
ん

●
佳
作

●
五
客

☆
人
位

☆
地
位

と
り
た
ち
が
い
き
る
と
こ
ろ
は
し
ぜ
ん
だ
よ

大
自
然
空
気

が
う
ま
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

蓬
田
は
自
然
い
っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
て
る

自
然
は
ね
ゆ
た
か
な
か
ぜ
を
よ
ん
で
く
る

木

が
切
ら
れ
森
が
だ
ん
だ
ん
は
げ
て
い
く

緑
の
葉
時
が
た
っ
た
ら
赤
く
な
る

自
然
に
は
い
や
な
く
う
き
が
一
つ
も
な
い

守
ろ
う
よ
自
然
と
い
う
名
の
生
き
る
道

人
間
は
自
然
を
こ
わ
す
悪
も
の
だ

自
然
に
は
き
せ
つ
の
み
か
く
い
っ
ぱ
い
だ

川
の
中

ゆ
う
が
に
お
よ
ぐ
魚
だ
ち

ぼ
く
ら
の
手
で
自
然
に
花
を
さ
か
せ
よ
う

自
然
っ
て
か
み
さ
ま
の
く
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

き
ぎ
た
ち
や
は
が
か
れ
お
ち
て
ふ
ゆ
じ
た
く

い
い
こ
と
だ
自
然
と
と
も
に
生
き
る
っ
て

秋
の
山
く
り
か
き
あ
け
び
お
い
し
い
よ

い
い
土
の
き
れ
い
な
と
こ

ろ
に
花
は
さ
く

公
園
で
秋
を
い
っ
ぱ
い
見
つ
け
た
よ

青
空
と
小
鳥
と
こ
こ
に
わ
か
し

い
る

大
自
然
人
々
の
せ
い
で
減
少
中

蓬
田
の
山
々
少
し
色
づ
い
た

い
い
日
に
は
し
ぜ
ん
に
こ
え
も
あ
か
る
い
よ

５
年
　
久
慈
　
竜
哉

５
年
　
張
間
　

紀
成

５
年
　
大
川
　
千
景

４
年
　
福
士
　

勇
輔

６
年
　
青
木
　
温
子

６
年
　
坂
本
友
紀
乃

５
年
　
泉
　
　

和
希

５
年
　
青
木
　
　

彬

５
年
　
松
本
　
怜
巳

５
年
　
久
米
田
吉
弘

６
年
　
八
戸
　
　
結

６
年
　
三
上
　

麗
香

６
年
　
森
　
千
佳
子

６
年
　
八
戸
　
隆
仁

６
年
　
坂
本
　
麗
乃

６
年
　
稲
葉
　
夕
菜

６
年
　
高
木
　

美
佳

６
年
　
八
幡
　
祥
吾

６
年
　
大
宮
　
由
子

６
年
　
今
　
　

美
幸

６
年
　
武
井
　

優
奈

２
年
　
久
慈
　
亜
衣

選
評

傘
松
川
柳
同
好
会
長

さ
ざ
き
蓬
石
さ
ん

１
５
９
句
の
「
自
然
」

が
き
ま
し
た
。
村
の
ご
み
の
こ
と
が
新
聞
に
出
て
い
ま
し

た
が
、
み
ん
な
で
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
た
い
で
す
ね
。

今
回
は
む
ず
か
し
か
っ
た
よ
う
た
ね
。
「
自
然
」
　つ
て
、
む
ず
か
し
い
こ
と
ば
だ
も

ん
ね
。

こ
う
い
う
と
き
は
、
自
然
と
い
う
こ
と
ば
を
使
わ
な
い
で
、
木
と
か
雲
と
か
海
と

か
み
ん
な
の
そ
ば
に
あ
る
自
然
で
句
を
つ
く
っ
て
も

い
い
ん
だ
よ
。

人
位
　

村
の
山
に
色
が
つ
い
た
の
を
す
な
お
に
だ
し
て
く
れ
た
ん
だ
け
ど
、
優
奈

さ
ん
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
な
？

地
位
　
亜
衣
さ
ん
の
こ
え

が
き
き
た
く
な
る
よ
う
な
句
で
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
ね
。

天
位
　

そ
う
だ
よ
ね
、
自
然
を
こ
ろ
す
の
も
生
か
す
の
も
人
間
な
ん
だ
よ
ね
。
龍

太
朗
く
ん
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
み
ん
な
が
そ
う
か
ん
が
え
な
き
ゃ
ね
。

テレホンガイド

役　　 場 外2 川 上 よもぎ温泉　　27-2170
FAX　27 匸3255　－ 中央公民館　　　27-2076

教育委員会3 卜3 川
……:ｲ東:

育 所　27-2180
二 千 仁 Ｌ 匚 昌 江

ト レ セ ン　27一面10　　中二学士校　　　27-2038
たままつ海の情報館……… 社会福祉協議会　27-2828

31-3061　　マルシェよもぎた31-3040

１２ DECEMBER

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

プ 25 26 27 28 29 30

１　J ANUARY

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

12・１月行事予定表』 乙 　 　 　 ｕ 　 ぴ 匕 ｊ Ｕ Ｊ 刎
リ ‘ ヽ

」 己 丿 　 心 己 冫 ゛ ､ 冫
）

開催日 曜日 行　　　　 事　　　　 名 場　　　　 所 時　間 担　　当

12/23 土 スキー場開き（開設期間12/23～3/22) ス　　キ　　ー　　場 社 会 教 育 課

25 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

27 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 μ

1/5 金 初春書き初め大会 中　央　公　民　 館 9:30 //

9・10 火・水 少年スキー教室 ス　　キ　　ー　　場 10:00 社 会 教 育 課

10 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 中 央 公 民 館

15 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13:30 μ

16 火 乳児育児教室・むし歯予防教室 ふるさと総合センター 午前中 福　　祉　　課

17 水 陶芸教室 ?ﾉ 9:00 中 央 公 民 館

19 金 生活習慣予防教室（３回目） /ﾉ 10:30 福　　祉　　課

22 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

22・24・26 月・水・金 成人スキー教室 ス　　キ　　ー　　場 18:30 社 会 教 育 課

23 火 講演会｢農業・農村男女共同参画推進について｣ ふるさと総合センター 13:30 農 林 水 産 課

24 水 陶芸教室 μ 9:00 中 央 公 民 館

26 金 幼児育児教室 μ 午前中 福　　祉　　課

29 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

30 火 原子燃料サイクル地域座談会 ふるさと総合センター 13:30 企　　圉　　課

31 水 陶芸教室 ﾌﾉ 9:00 中 央 公 民 館

9　●児童川柳／行事予定表



合同発表会
蓬田保育所・蓬田幼稚園

蓬田保育所・幼稚園の合同発表会が11月25日

(土)の午前９時から蓬田保育所ホールで開催さ

れました。

練習の成果、うまくだせたかなあ～？

うま＜踊れた人も、踊れなかった人もカンパ

リました。見守る親の目も緩みっぱなしです。

戸 籍 の

窓　　囗

人 口 と 世 帯 数　
‥

二 （11 月30 日 現 在 ）

総 人 口3,  677 人 万… ……

つ
男　 卜1,748 人 ＼

女: ニ… …1,･..1万一･929人 卜

世 帯 数
…
……1･↓095 世 帯

１１月受付分

お誕生日おめでとうございます

としみつ

吉 田　 敏 光
敏　博

佳　子
長男

ご結婚おめでとうございます

吉 田　光 喜（広　　瀬）

佐々木 孝 子（青 森 市）

中 村 幸 伯（蓬　　田）

阿 保　麻 美（青 森 市）

花 田　裕 之（広　　瀬）

加 藤　邦 子（宮 城 県）

福 井　洋 和（郷　　沢）

工 藤　　 恵（青 森 市）

おくやみ申し上げ ます

青 本 吉五郎（賠U97 歳）

高 田　隆 吉（郷沢52 歳）

佐 井 小二郎（広瀬72 歳）

柿崎　カヨ　広瀬84歳）

吉 田　繁 雄（中沢84 歳）

訂
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